
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 1 2 1 2 1 0 2 2 0 1 0 0
6 * 0 0 5 7 2 2 3 3 1 4 1 0 0 2
18 * 3 5 4 7 1 4 1 0 1 1 3 3 1 0
20 * 2 5 3 8 2 5 2 1 4 5 3 1 1 0
25 * 0 2 1 2 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 2 3 3 7 8 10 0 0 1 1 1 1 2 0
12 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
23 0 0 0 4 11 0 0 0 2 5 7 0 0 0 1
33 0 1 1 3 3 0 0 2 0 1 1 0 1 0 0
34 0 0 2 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
56 0 0 0 0 2 2 2 4 2 1 3 1 0 0 0
61 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 0 0

0 4 3 7 0
8 19 25 54 17 28 17 12 21 33 11 7 4 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 4 4 9 0 0 3 2 0 2 1 1 5 0
14 * 0 0 4 14 2 2 4 2 6 8 4 0 0 0
15 * 0 0 6 8 4 5 4 1 5 6 6 4 1 0
31 * 1 3 2 3 2 4 4 1 2 3 2 2 0 1
34 * 0 1 2 3 1 2 2 1 2 3 0 0 0 0
20 0 0 4 2 4 0 0 3 0 2 2 1 1 0 0
27 0 0 0 7 11 0 0 1 1 0 1 3 0 0 1
33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
41 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
84 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 7 8 0
2 12 27 52 9 13 25 9 25 34 19 8 6 2

天理大学

Ｆ
REBOUND

№

コ ー ト 勝ち点３ 勝ち点0試 合 ＮＯ114

90 69

敗チーム

立命館大学

男子

戦評
去年インカレ3位の天理大学と今年西日本ベスト4の立命館大学との試合。序盤はお互いシュートが決まらず均衡
した状態が続いた。終始激しいディフェンスで対抗した立命館だったが高さで勝る天理大が落ち着いたゲーム運び
や速い展開を見せ勝利した。第1ピリオド、お互いマンツーマンディフェンス。立ち上がりはどちらもシュートの確立が
悪く均衡した状態となる。天理大は#11藤森の3Pシュート、#23劉のインサイドが決まる。立命館は#15水鳥のバスケッ
トカウント、#27石塚のレイアップで得点を重ねていく。両チーム堅いディフェンスでロースコアな展開が続く。立命館
のミスから天理大#20大戸がシュートを決め17－10で天理がリードで第1ピリオドが終了。第2ピリオド、立命館#14村井
のシュートから始まる。続いて#00上田の3Pシュートが決まり2点差となる。しかし天理がすかさず得点する。立命館は
2－2－1のオールコートプレスでプレッシャーをかける。しかし残り6分、天理大は#18相馬が3Pシュート、レイアップの
連続得点、#23劉のゴール下から流れを掴み一気に10点差とする。続いて天理大#20大戸のバスケットカウントや3P
シュート、#18相馬の速攻で得点を重ね16点差で立命館タイムアウト。立命館は激しいディフェンスから#15水鳥、#00
上田がレイアップを決めるが、すぐに天理大#18相馬が3Pシュートを2本沈め流れを渡さない。ラストプレイは立命館
がしっかり守り44－27の天理大が17点リードで前半を折り返した。第3ピリオド、立命館はゾーンディフェンスでしかけ
る。序盤は両チーム落ち着いて点を重ねていく。残り6分、立命館は#31庄田が3Pシュートを決めるが、天理大
#6Simonにゴール下を支配され、リバウンドシュート、バスケットカウントを決められ20点差となり立命館タイムアウト。し
かし流れは変わらず天理大#6Simonが得点を重ね24点差とし、立命館後半2回目のタイムアウト。立命館はオール
コートマンツーマンから#27石塚、#14村井、#31庄田が点を重ねるが63－44の天理19点リードで第3ピリオド終了。第
4ピリオド、立ち上がり天理大は激しいディフェンスから#11藤森が連続得点。立命館も負けじと#15水鳥がゴール下を
決める。残り7分、立命館は激しいディフェンスから#20古倉が速攻を決め15点差とし、天理大タイムアウト。お互い点
が決まらず15点差のまま立命館タイムアウト。両チーム点を取り合い点差はなかなか縮まられない。天理大は立命館
の激しいディフェンスに対し落ち着いてゲームを運び、#11藤森の3Pシュート、#23劉のシュートで差を広げる。立命
館はファウルがかさみ天理にフリースローをあたえる。最後は立命館#15水鳥のシュートが決まるもタイムアップ。90‐
69で天理大が勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

福澤　晃平（関西大）戦評高嶋　憲彰 副審 伊藤　亮介

記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.09.08
天理大学開始時間 16:00

会　　場 甲南大学体育館

Simon Ojwang 12 10

大戸 一輝 14 35

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

河原 佑相 3 16

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

地久里 謙成 0 16

0 2

相馬 卓弥 18 19

劉 瑾 10

川田 稜介 2
9

津野田 祥成 0 3

田中 駿也 2 13
坂上 嘉也

17

川崎 達郎 3 1

豊嶋 龍生 0 2
藤森 翔平 20 22

27
瀬戸 将軍 6 8

合　　　計 90

新里 龍武 0

200
RATE 42.1% 46.3% 60.7%

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名
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Team / Coach: 二杉　茂

40

上田 雅也 11 36

ST MINTO AS

古倉 勇人 4

庄田 亨平 9
水島 匠悟 16

REBOUND３Ｐ
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村井 将人 10 37

23
石塚 裕也 14 19

15
上野 達郎 5

村井 彬人

23

0 2

前田 翼 0 1
櫻庭 朋久 0 4

-
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0 - -
0 -
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-

-
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Team / Coach: 浅村　典正 -
合　　　計 69

0 -
0 - -


